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ノレ

ガ

と
レ

• 

万
国
博
覧
会

的
世
紀
末
ガ
ラ
ス
産
業
の

社
会
的
認
知
闘
争
に
ま
つ
わ
る
備
忘
録
メ

ミ
!
ル
・
ガ
レ

m
B
F刊
の
に
ぽ

(
1
8
4
6
1

1
9
0
4
)
と
い
え
ば
、
ア
ー
ル
・
ヌ

l
ヴ
ォ

l

の
、
ガ
ラ
ス
を
代
表
す
る
著
名
な
作
家
、
と
い
う

の
が
通
り
相
場
。
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
と
双

撃
を
な
し
、
ル
イ
ス
・
テ
ィ
フ
ァ

ニ
!
と
欧
米
の
人
気
を
分

か
つ
。
日
本
で
も
、
ま
ず

ω年
代
に
リ
ヴ
ァ
イ
、
ヴ
ァ
ル
を
果

た
し
た
、
が
、
近
年
あ
い
つ
い
で
大
規
模
な
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
、
若
い
女
性
た
ち
を
中
心
に
、
新
し
い
愛
好
者
も
広
が

っ
て
い
る

{
i
]
。
だ
が
そ
う
し
た
流
行
を
見
て
い
て
、
ス

レ
た
嚢
術
社
会
学
徒
は
、
常
々
あ
る
違
和
感
を
抱
い
て
き
た
。

欧
米
で
の
専
門
研
究
論
文
も
合
め
て
、
基
本
的
な
見
取
り
図

に
欠
落
、
が
あ
る
。
ガ
レ
の
評
価
、
そ
の
謹
術
的
地
位
を
当
然

の
前
提
と
し
た
議
論
か
ら
は
、
ガ
レ
の
闘
争
の
様
、
が
蒸
発
す

る
。
ガ
レ
の
商
業
戦
術
は
、
万
国
博
覧
会
を
中
心
と
す
る
展

示
環
境
と
い
か
に
妥
協
し
、
そ
こ
に
議
く
政
治
的
策
動
に
い

か
に
抵
抗
し
な
、
が
ら
、
そ
の
作
品
と
美
学
と
を
練
り
上
げ
て

い
っ
た
の
か
。
そ
の
生
々
し
い
駆
け
引
き
の
痕
跡
、
が
、
な
ぜ

か
見
過
ご
さ
れ
、
恐
ろ
し
く
単
純
化
さ
れ
て
、
ガ
レ
の
個
人

的
な
資
質
で
あ
る
か
の
ご
と
く
美
化
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

ここ

モ

た
し
か
に
ガ
レ
研
究
者
や
ガ
ラ
ス
工
惑
の
専
門
家
に
と
っ
て

は
、
ガ
レ
義
術
の
賞
賛
に
寄
与
し
、
そ
の
技
法
的
な
卓
越
を

立
証
す
る
こ
と
に
、
研
究
の
眼
目
、
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
だ
、
が

そ
こ
に
は
、
仮
借
な
き
歴
史
的
現
実
を
あ
ま
り
に
安
易
に
合

!
廿
ヲ

理
化
し
、
個
人
の
美
談
に
掬
り
替
え
て
い
る
側
面
、
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
以
下
、
や
や
専
門
的
な
議
論
に
な
る
の
を
覚

悟
の
う
え
で
、
幾
つ
か
の
観
察
・
仮
説
を
備
忘
録
と
し
て
査
一
聞

き
付
け
て
お
き
た
い
。
内
外
の
専
門
家
か
ら
忌
慨
な
い
ご
批

判
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
い
る
。

1
9
0
0
年
パ
リ
万
博
の

「
反
動
的
」
展
示
環
境

ま
ず
、

1
9
0
0
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
ガ
レ

の
展
示
環
境
を
、
必
要
な
範
囲
で
復
元
し
て
み
た
い
。

1
8
9
7
年
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
!
ル
」
誌
に

エ
ミ

l
ル
・
ガ
レ
は
「

1
8
9
7
年
の
サ
ロ
ン
」
と
題
す

る
評
論
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
し
草
は
ガ
レ
の
没

後
1
9
0
8
年
に
『
美
術
論
集
』
同
町
可
凡
な
三
男
や
ミ
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ガ
レ
自
身
の
手
に
な
る
脚

山口μ
∞
μ
∞
}
己
的
の

S
F

稲
賀
繁
美

関
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

放
送
大
学
客
員
教
授

注
、
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
脚
注
で
ガ
レ
は

1
9
0
0
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
出
品
規
則
に

対
す
る
手
厳
し
い
批
判
を
下
し
て
い
る
[
止
。
「

1
9
0
0

年
の
美
術
出

2
目
、〉
5
に
関
す
る
規
則
は
彫
塑
と
賞
牌
に

つ
い
て
、
そ
の
素
材
を
限
定
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
こ
れ

は
美
術
作
品

}
2
9
5
R∞
仏
ピ
ゴ
ゲ
』
以
下
の
よ
う
な
注
記
と
と

も
に

4
つ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
部
門

R
2
5
5
に
限
定
し
て

お
り
、
そ
の
窓
味
で
反
動
的
広

R
gロ
E
5
で
あ
る
」
。
何

が
ガ
レ
の
怒
り
を
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
《
》
内

は
ガ
レ
が
出
品
規
定
か
ら
引
用
し
て
い
る
部
分
だ
が
、
万

出
博
覧
会
は
《
こ
れ
ら
工
業
製
品
な
い
し
農
業
産
品
と
諸

美
術
品
日

5
5
仏
〆
片
付
の
み
》
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
ま
ず
大
き
く

A
と

B
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
様
子

で、

A

「
美
術
部
門
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
ガ
レ
の
引
用
を

引
く
と
、
《
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
美
術
宮
出

2
日

t

〉

5
の
み
を

含
む
。
装
飾
薮
術
向
門
的
伝

8
2門
尽
に
は
特
別
な
場
所
が
担

保
さ
れ
る
》
。
《
特
別
な
場
所
》
と
は
、
ガ
レ
の
解
釈
に
し

た
が
え
ば
、
第
迎
類
唱
。
毛
。
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
工

業
製
品
目
)
円
。
合

5
5
ι
5門
門
江
切
と
混
、
ぜ
こ
ぜ
」
に
な
っ
て
い
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る
。
さ
ら
に
、
「
《
B
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
工
業
製
品
お
よ
び
農

業
産
品
お
よ
び
、
美
術
ロ
聞
を
除
く
さ
ま
、
ざ
ま
な
物
品

o
z
g

岳

5
2
2
R
g』
5
-
2
9
5
R山
内
向
門
》
と
規
定
さ
れ
て
い
る
」

0

ガ
レ
に
は
何
が
不
満
だ
っ
た
の
か
。
同
じ
美
術
専
門
雑

誌

『ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ

l
ル
」
誌
が

1
9
0
0年
に
企

画
し
た
パ
リ
万
問
博
覧
会
特
集
号
を
参
照
し
て
み
よ
う
。
冒

頭
の
概
観
「
博
覧
会
散
歩
」
を
共
和
派
の
美
術
批
評
家
ギ
ュ

ス
タ

l
、
ヴ
・
ジ
ェ
プ
ロ
ワ
の
5
2
2
のの
hp。可

(
1
8
5
5
1

1
9
2
6
)
が
執
筆
し
て
い
る
が
、
彼
は
美
術
と
し
て
扱
う

べ
き
作
品
、
が
あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
、
し
か
も
各
国
館
も
見
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
は
な
は
だ
厄
介
、
と
苦
情
を
、
溺
ら
す
。
こ

こ
に
は
明
ら
か
に
、
博
覧
会
主
催
者
の
定
義
し
た
「
美
術
」

の
範
聞
と
、
そ
の
価
値
判
断
へ
の
腕
曲
な
批
判
が
み
え
る
。

そ
の
う
え
で
ジ
ェ
プ
ロ
ワ
は
、
ま
ず
第

E
部
唱
。
ロ
目
見
(
吋
B
H
C

区
己
目
的
括
的
一
絵
画
、
版
画
・
彫
刻
・
建
築
・
貴
石
彫
刻
)
を
最

初
に
と
り
あ
げ
、
「
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
完
全
な
の

は
歴
然
と
し
て
い
る
」
と
し
て
、
以
下
の
区
画
を
も
付
け
加

え
て
、
烏
鰍
記
事
の
対
象
領
域
に
す
る
と
、
断
っ
て
い
る
。

第
理
部

(
g
a
区
一
公
共
建
造
物
お
よ
び
住
居
の
装
飾

と
家
具
調
度
)

第
潤
部
(
芯

l
g
区
一
糸
・
織
物
・
服
飾
)

第
万
部
(
申
M
I
M
e
-

区
一
諸
工
業
吉
岳
山
門
巳
2
岳
〈

gg)

さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
戻
っ
て

第
四
部
(
お
ー
お
区
一
林
業
・
植
木
業
)

第
皿
部
(
戸
l
N
∞
区
一
文
人
・
諸
技
畿
の
道
具
)

ガ
レ
が
「
ア
カ
デ
ミ
ー
の

4
つ
の
部
門
」
と
呼
ぶ
の
が
、

第

E
部
の

4
つ
の
区
己
2
2∞(吋
1
5
)
に
相
当
す
る
こ
と
は
、

明
ら
か
だ
ろ
う
。

1
9
0
0
年
の
万
国
博
覧
会
で
は
、
ア
カ

デ
ミ
!
の
伝
統
的
な
定

義
に
し
た
が
っ
て
「
美

術
」
が
概
略
「
絵
画
」
「
版

画
」
「
彫
塑
」
「
建
築
」
の

4
つ
に
分
類
さ
れ
、
ガ
レ

の
出
口
聞
を
含
む
「
装
飾

義
術
」
民
門
的
伝
n
o
E門F
F
は
「
美
術
」
切
の
山
口
》
〉
門
門
的
の
範
障
か

ら
は
除
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
因
み
に

n
-
2
2
(区
)

は

一
連
番
号
で、

m
5
4の
(
部
)
は
そ
れ
ら
を
括
る
上
位
概

念
。
こ
こ
で
「
農
業
廃
品
」
は
お
!
お
区
に
割
り
振
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

i
R
P巳
、
ガ
ラ
ス
器

再
三
2
は
第
苅
類
、
つ
ま
り
ガ
レ
の
言
う
「
工
業
製
品
」
の

詳
細
説
明
の
な
か
に
記
載
は
み
え
る
が
、
区
己
E
R
と
し
て

き
ち
ん
と
枠
組
み
を
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

自
分
の
出
品
、
が
「
美
術
」
で
は
な
く
、
「
農
業
産
品
」
よ
り

あ
と
の
「
諸
工
業
お

l
gピ
他
に
押
し
込
め
ら
れ
か
ね
ぬ
事

態
に
、
ガ
レ
が
憤
惑
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
ろ

う
。
逆
に
い
え
ば
ガ
レ
は
、
自
ら
の
一
品
製
作
は
「
工
業
」

で
は
な
く
「
美
術
」
に
属
す
べ
き
、
と
の
価
値
判
断
を
抱
い

て
い
た
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
ガ
レ
は
ま
た
、
自
ら
の
会
社

の
出
品
が
さ
ま
、
ざ
ま
な
区
画
に
分
散
し
た
た
め
、
満
足
に
監

督
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
と
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た

が
、
そ
の
様
子
は
、
ジ
ェ
プ
ロ
ワ
の
補
遺
の
仕
方
と
、
あ
る

程
度
呼
応
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
木
製
家
具
や
寄
木

細
工
な
ど
は
、
第
皿
部
、
第
四
部
に
散
ら
ば
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。百

年
回
顧
展
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き

ガ
レ
は

1
9
0
0
年
の
万
国
博
覧
会
の
分
類
理
念
を

「
反
動
的
」
だ
と
糾
弾
し
た
が
、
そ
の
お
り
に
彼
の
念
頭

に
あ
っ
た
の
は
、

1
8
8
9
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
だ
っ

キ‘ュスターヴ・ジェフロワ

た
。
こ
の
と
き
の
「
美
術
百
年
回
顧
の
サ
ロ
ン
」

r-op(r

n
g
R
5
5
円
吉
田
内
山
口
同
〉
5
で
は
「
絵
画
や
彫
刻
の
傑
作

と
と
も
に
、
有
用
性
の
符
丁
を
帯
び
た
作
品
、
机
や
花
瓶

な
ど
も
陳
列
さ
れ
た
」
と
ガ
レ
は
回
顧
す
る
。
こ
う
し
た
好

適
な
出
品
環
境
の
お
か
げ
で
、
ガ
レ
は

1
8
8
9年
に
大
成

功
を
お
さ
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
ガ
レ
の
立
場
か
ら
み
れ

ば、

1
9
0
0
年
展
の
分
類
法
則
は
、

1
8
8
9
年
の
百
年

回
顧
展
当
時
の
鷹
揚
な
「
美
術
」
定
義
か
ら
の
、
悪
し
き
後

退
で
あ
っ
た
。

1
8
8
9
年
の
百
年
回
顧
展
で
は
、
い
わ
ゆ

は
ん
ち
ゅ
う

る
装
飾
義
術
も
「
美
術
」
の
範
時
に
仲
間
入
り
で
き
た
の
に
、

1
9
0
0
年
に
は
そ
う
し
た
よ
き
前
例
が
無
視
さ
れ
、
か
え

っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
の
規
範
に
し
た
が
っ
た
「
大
義
術
」
中
心

の
古
い
分
類
原
則
が
貫
徹
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ガ

レ
は
け
っ
し
て
等
価
な
枠
組
み
同
士
で
の
比
較
を
行
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
本
来
、

1
8
8
9
年
の

百
年
回
顧
展
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、

1
9
0
0年
の

全
体
の
出
品
分
類
区
分
で
は
な
く
、

1
9
0
0
年
の
百
年
回

顧
展
で
あ
る
は
ず
だ
ろ
う
。
そ
し
て

1
9
0
0
年
万
国
博
覧

会
の
美
術
部
門
の
全
体
構
成
を
見
る
と
、
裏
の
事
情
、
が
す
こ

し
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
先
の

「ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ

l
ル
』

1
9
0
0
年
特
集
号
で
確
か
め
る
と
、

美
術
関
係
は
、

以
下
の
よ
う
に
下
位
分
類
さ
れ
て
い
る
。
便
宜
的
に

a
、
b
、

c
、
を
振
る
と

(

a

)

フ
ラ
ン
ス
美
術
回
顧
展
(
中
世
以
降
回
世
紀
末
ま
で
、

装
飾
嚢
術
を
含
む
一
会
場
は
プ
テ
ィ
・

。ハ

レ
)

(
b
)
フ
ラ
ン
ス
美
術
百
年
回
顧
展
(
会
場
は
グ
ラ
ン
・
パ
レ
一

詳
細
は
後
述
)

(

C

)

最
近
刊
年
の
美
術
展
覧
会
(
フ
ラ
ン
ス
と
外
国
を
含

む
一
会
場
は
グ
ラ
ン
・
パ
レ
)

(
d
)
装
飾
と
義
術
産

業

去

8
2巳。コ

2
5含
伯
区
の
ハ
門
戸門門
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(
特
定
の
単
一
会
場
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
)

の
フ
ラ
ン
ス
美
術
百
年
回
顧
展
を
統

括
し
た
の
は
、
美
術
評
論
家
で
行
政
官
で
も
あ
っ
た
ロ
ジ

ェ
・
マ
ル
ク
ス
同
o
m
R
宮
山
日

(
1
8
5
9
1
1
9
1
3
)
。

ロ

ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
は
実
は
ガ
レ
と
同
郷
の
ロ
レ
!
ヌ
出
身
者

で
あ
り
、
装
飾
美
術
運
動
推
進
の
行
政
側
の
中
心
人
物
、
ガ

レ
と
も
隠
友
と
い
う
べ
き
間
柄
の
人
物
で
あ
っ
た
。
く
わ
え

て
彼
は
、

1
9
0
0年
に
先
立

つ、

1
8
8
9年
の
万
国
博

覧
会
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
美
術
百
年
回
顧
展
の
現
場
責
任
者
、

と
い
う
よ
り
事
実
上
の
企
画
発
案
者
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
あ

た
り
か
ら
状
況
は
き
わ
め
て
錯
綜
し
て
く
る
。

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
方
で

1
9
0
0
年

展
の
百
年
四
顧
展
に
は

o
g
g
内
向
門
と
い
う
部
門
が
設
け

ら
れ
、
こ
こ
に

2
7
3
点
の
出
品
、
が
あ
る
、
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ガ
レ
は

1
8
9
7
年
の
サ
ロ
ン
評
で
、

。
z
g
q
P
2
と
い
う
呼
称
に
異
を
唱
え
て
い
た
。
ガ
レ
の
評

論
は
、
そ
の
冒
頭
か
ら
、
。
立
の
門
的
(
円
山
口
な
る
言
葉
を
無
批
判

に
用
い
る
編
集
長
へ
の
抗
議
に
等
し
い
論
調
を
な
し
て
い
る
o

o
g
g
q
s
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
翻
訳
困
難
な
言
葉
だ

が
、
先
に
触
れ
た
伝
統
的
な
ア
カ
デ
ミ
ー
の
美
術
範
時
に
は

印
刷
さ
な
い

工
畿
品
、
細
工
物
の
呼
称
。
常
識
的
に
は
「
美
術

工
柑
製
品
」
と
意
訳
さ
れ
よ
う
が
、
問
題
は
ま
さ
に
美
術
と
工

業
製
品
と
の
狭
間
に
取
り
残
さ
れ
た
手
工
義
品
の
位
置
づ

け

・
1
J

、
.
0

宇

ト

，

争

L
ド

こ
の
う
ち
、

(
b
)

ガ
レ
自
身
、
が
同
じ
箇
所
で
「
行
政
に
と
っ
て
。
z
g
q
g

と
は

〈
工
業
に
応
用
さ
れ
た
謹
術
」
に
は
か
な
ら
な
い
〉
と

不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
念
頭
に
置
い
て
お
こ
う
。

美
術
と
与
宮
山
内
告
と
に
優
劣
の
上
下
と
い
う
位
階
範
障

を
容
認
し
て
い
る
編
集
長
に
対
し
て
、
ガ
レ
は
憤
然
と
異
議

を
申
し
立
て
、
「
嚢
術
に
位
階
範
幡
宮
作
E
R
E内
な
ど
ま
っ

た
く
存
在
し
ま
せ
ん
。
謹
術
に
は
、

『良
き
も
の
』

と
い
旨
フ

唯
一
の
等
級
己
虫
お
し
か
な
い
、
と
い
う
了
解
で
わ
れ
わ
れ

は
同
意
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
こ
で
再
度
保
障
い
た
だ

き
た
い
。
貴
殿
の
誌
面
、
が
美
術
全
体
に
対
し
て
等
し
く
門
戸

を
開
い
て
い
る
こ
と
は
、
貴
殿
お
よ
び
貴
殿
の
前
任
者
た
ち

に
よ
っ
て
確
約
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」

と
畳
み
掛
け
る
。

い
ま
、
遺
憾
な
が
ら
確
認
で
き
な
い
の
だ

が
、
こ
の
段
階
の
編
集
長
は
、
折
衷
的
な
価
値
観
に
古
典
的

な
趣
味
を
隠
せ
な
い
シ
ャ
ル
ル
・
エ
フ
リ
ュ
ッ
シ

h
r
p己
2

同日

urE包
(
1
8
4
9
1
1
9
0
5
)
だ
っ
た
、
だ
ろ
う
か
?

そ
し
て
前
任
者

の
な
か
に
は
、

「
日
本
美
術
」

(
1
8
8
3
)

の
著
者
で
、
装
飾
美
術
の
復
権
に
貢
献
し
た
ル
イ
・
ゴ
ン

ス
円
。
巳
∞
の
。
口
百

(
1
8
4
6
1
1
9
2
1
)
の
名
前
な
ど
が
、

当
然
、
ガ
レ
の
脳
裏
に
は
去
来
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

ozng内
向
門
の
位
置
づ
け

こ
こ
に
登
場
す
る
与
す
ロ
仏
ピ
?
と
い
う
呼
称
は
、
骨
董
の

売
り
立
て
や
競
売
で
は
親
し
み
の
あ
る
用
語
、
だ
っ
た
よ
う
だ

が
、
少
な
く
と
も
行
政
上
の
分
類
範
憶
と
し
て
は
、
き
わ
め

て
新
し
い
話
棄

で
あ
っ
た
。

ル
l
、
ヴ
ル

美
術
館
に
。
g
n門的

ι〆
口
部
門
が
設
置
さ
れ
た
の
は

1
8
9
3
年
の
こ
と
。
伝

統
あ
る
絵
画
部
門
と
、
さ
っ
そ
く
予
算
分
捕
り
を
競
う
状
況

が
生
ま
れ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
第
三
共
和
制
の
確
立
と
と

も
に
、
共
和
派
自
由
主
義
者
た
ち
が
脱
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
教

分
離
政
策
を
推
進
し
、
従
来
教
会
の
聖
遺
物
で
あ
っ
た
金
銀

細
工
や
宝
飾
品
が
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
て

い
た
こ
と
は
無
視
で
さ
ま
い
。
こ

の
新
設
の
部
署
に
配
属
す

る
館
員
に
、
日
本
美
術
専
門
家
と
し
て
著
名
な
ガ
ス
ト

ン
・

ミ
ジ
ョ
ン
の
2
8ロ
豆
-
m
g
D
(
1
8
6
1
1
1
9
3
0
)
が
任

命
さ
れ
た
の
も
、
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
こ
と
は
日
本

趣
味
の
流
行
下
で
の
装
飾
美
術
復
権
と
も
密
接
に
連
関
し
て

お
り
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
世
俗
主
義
の
共
和
主
義
者
た
ち
が
、
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装
飾
美
術
中
央
連
合
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
嚢
術
推
進
派
と

少
な
か
ら
ず
重
な
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
先
に
触
れ
た
ギ
ュ
ス

タ

l
ヴ

・
ジ
ェ
プ
ロ
ワ
も
、
ガ
ン
ベ
ッ
タ
派
の
急
進
共
和
派

の
闘
士
で
あ
り
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
と
と
も
に
、
ク

ロ
ー

ド
・
モ
ネ
の
親
友
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
。
こ

の
流
れ

は
、
や
が
て
モ
ネ
の
睡
蓮
の
国
家
買
い
上
げ
、
オ
ラ
ン
ジ
ュ

リ

l
の
巨
大
な
楕
円
形
の
地
下
特
設
会
場
へ
の
永
久
展
示
に

か
か
わ
る
、
将
来
の
大
統
領
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ

ー
の
の
。
門
∞
g
h
F
5
8
2
2
(
1
8
4
1
1
1
9
2
9
)
に
ま
で

至
る
人
脈
を
な
す
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、

1
9
0
0年
万
国
博
覧
会
で
の
、
百

年
回
顧
展
の
実
務
役
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
の
立
場
が
問
題

と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
に
。
z
n
g
q
R門
2
7
3

点
を
展
示
さ
せ
た
の
も
、
当
然
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
の
差
し

金
、
と
い
っ
て
は
一
言
い
す
ぎ
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
彼
が

容
認
し
た
措
置
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
先
述
の
と

お
り
、

1
8
8
9
年
の
万
国
博
覧
会
で
の
百
年
回
顧
展
を

組
織
し
た
実
務
責
任
者
も
、
同
じ
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
で
あ

り
、
そ
の
背
後
で

1
8
8
9
年
の
展
覧
会
の
組
織
委
員
長

h
o
B
B
g巳
月
を
務
め
た
の
が
、
ガ
ン
ベ
ッ
タ
派
の
共
和
派

政
治
家
、
「
諸
義
術
大
臣
」

YAE∞
門
月
仏
g
R
g
(
と
い
う
、
呼

称
か
ら
し
て
、
従
来
の
「
美
術
大
臣
」
の
権
限
見
直
し
を
う
た

っ
た
革
新
政
策
を
に
な
う
役
職
)
担
当
の
経
験
も
あ
り
、
装
飾

美
術
中
央
連
合
の
初
代
会
長
も
務
め
た
、
ア
ン
ト
ナ
ン
・

ブ
ル
ー
ス
ト
〉
D
S
E
D
司

8
5門
(
1
8
3
2
1
1
9
0
5
)
だ

っ
た
。

1
8
8
9
年
万
国
博
準
備
に
お
け
る
そ
の
疎
腕
ぶ

り
は
、
こ
れ
で
は
機
構

5
a
g江
。
ロ
な
ら
ぬ
売
春
も
ど
き
の

℃

5
5
5
2
5
D
だ
、
と
王
党
派
な
ど
か
ら
は
、
ブ
ル
ー
ス
ト

の
名
前
に
掛
け
た
陰
口
が
叩
か
れ
も
し
た
。

エ
ド
ゥ
ア
ー

ル
・
マ
ネ
の
友
人
で
も
あ
っ
た
こ
の
。
ブ
ル
ー
ス
ト
の
庇
護
の

も
と
、
強
力
な
後
ろ
盾
を
得
て
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
は
百

年
回
顧
問
肢
の
出
品
選
定
を
一
手
に
引
き
受
け
た
。
一
方
で
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写
実
派
の
ク
ー
ル
べ
か
ら
印
象
派
の
兄
貴
分
マ
、
不
ま
で
を
一
止

統
に
位
置
づ
け
、

他
方
で
は
ガ
レ
ら
装
飾
雲
術
に
従
事
す
る

卓
越
し
た
諮
問
術
家
に
市
民
権
を
与
え
る
。

そ
う
し
た
画
策
を
、

彼
は

1
8
8
9年
の
万
国
博
覧
会
百
年
間
顧
展
の
機
会
を
捉

そ
の
実
、

き
わ
め
て
強
引
に

え
て
、

穏
当
さ
を
装
い
つ
つ
、

推
し
進
め
て
い
た
。

ロ
ジ
ェ

マ
ル
グ
ス
の
処
世
術

1
8
9
7
年
の
論
文
で
ガ
レ
が

1
9
0
0
年
の
出
品
規
定

に
不
平
は
鳴
ら
し
な
が
ら
も
、

1
8
8
9年
の
百
年
同
一
顧
展

に
は
高
い
評
価
を
下
し
た
あ
た
り
の
、
微
妙
な
筆
致
の
裏
に

は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
う

一
歩
踏
み
込
む
な
ら
ば
、
先
の
引
用
箇
所
で

1
8
8
9
年
の

百
年
回
顧
展
を
高
く
評
価
し
た
際
に
、
ガ
レ
は
盟
友
ロ
ジ

ェ
・
マ
ル
ク
ス
が
組
織
し
た
こ
の
展
覧
会
で
は
、
自
分
は
何

ら
差
別
を
う
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
あ
け
す
け
に
語
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
当
事
者
に
は
内
情
が
露
骨
に
分
か
つ

・
た
で
あ
ろ
う
。
。
Z
の
門
的
内
町
民
門
と
い
う
区
別
な
ど
な
か
っ
た

お
か
げ
で
、
か
え
っ
て
ガ
レ
の
作
品
も
切
の
き
》
〉
門
門
的
の
範

憾
で
扱
わ
れ
、

1
8
8
9年
に
ガ
レ
は
謹
術
家
と
し
て
大
成

功
を
お
さ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル

ク
ス
に
帰
し
て
よ
い
進
取
の
気
勢
な
い
し
独
断
専
行
は
、
来

る
べ
き

1
9
0
0年
に
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と
保
守
派
勢
力

か
ら
歯
止
め
を
掛
け
ら
れ
る
事
態
、
が
出
来
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
装
飾
美
術
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
日
年
前
よ
り
も
遥
か

に
不
利
な
状
況
、
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
、

1
8
9
7
年
の
ガ
レ
は
神
経
を
逆
撫
で
き
れ
、
危
機
感
を
抱

い
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ワ
川
]
。

1
9
0
0年
の
「
反
動
」
と
は
、

1
8
8
9年
の
自
由
主

義
共
和
派
の
先
走
り
に
、
保
守
派
あ
る
い
は
反
動
派
が
揺
り

返
し
を
ね
ら
っ
た
、
と
い
う
事
情
を
背
景
と
し
て
い
る
。
そ

う
考
え
れ
ば
、

1
8
8
9
年
に
は
ま
だ
名
前
も
な
か
っ
た

O
Z
2∞
仏

.5部
門
が
、

1
9
0
0年
の
百
年
回
顧
展
に
導
入

さ
れ
た
舞
台
裏
も
う
す
う
す
見
え
て
く
る
、
だ
ろ
う
。
展
覧

会
全
体
の
出
品
分
類
、
定
義
と
は
明
ら
か
に
抵
触
し
つ
つ
も
、

。
z
n
g
(ご
コ
と
い
う
項
目
は
、
な
か
ば
強
引
に
導
入
さ
れ

た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
む
ろ
ん

O
Z
2∞
q
P
R
と
い
う
範
時

が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、

一
面
で
は
社
会
的
認
知
の
し
る
し
だ

が
、
反
面
で
は
「
美
術
」
出

2
22〉
5
と
区
別
さ
れ
、
か
え

っ
て
差
別
さ
れ
る
危
険
を
も
秘
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
同
義

性
つ
ま
り
ジ
レ
ン
マ
は
重
々
承
知
の
う
え
で
、
し
か
も

1
8

8
9
年
の
実
績
を

1
9
0
0
年
に
は
制
度
的
に
定
着
さ
せ
る
。

そ
こ
に
高
級
官
僚
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
の
深
慮
遠
謀
を
推
定

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
ロ
ジ
ェ
・
マ

ル
ク
ス
は

1
9
0
0年
の
執
筆
と
さ
れ
る
文
章
で

1
8
8
9

年
を
回
顧
し
、
そ
の
年
の
百
年
回
顧
展
は
、
急
ご
し
ら
え
だ

っ
た
の
に
好
評
を
博
し
た
と
し
て
、
他
人
行
儀
に
当
時
の
展

覧
会
評
を
引
用
し
て
み
せ
る
。
表
向
き
こ
そ
自
分
の
名
前
に

触
れ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
は
自
画
自
賛
の
弁
明
に
ほ
か
ら
な

い〔・
2
0

こ
こ
か
ら
は
ま
だ
推
測
に
す
、
ぎ
な
い
が
、
組
織
責
任
者

ロ

ジ

ェ
・
マ
ル
ク
ス
は
、

1
8
8
9
年
に
は
厳
密
な
範
時
定
義

が
不
在
で
あ
る
の
に
乗
じ
、
百
年
回
顧
展
「
美
術
」
展
示
部

門
に
装
飾
葱
術
を
何
食
わ
ぬ
顔
を
し
て
招
き
い
れ
た
。
だ
が

1
9
0
0
年
の
準
備
で
は
、
手
の
内
を
知
っ
た
保
守
派
か
ら

の
巻
き
返
し
を
食
ら
い
、
「
美
術
」
と
「
工
業
」
と
の
ぺ
反

動
的
」
な
二
分
法
を
飲
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で

窮
余
の
挽
回
策
と
し
て
、
自
ら
が
責
任
を
取
り
う
る
百
年
回

顧
展
に
は
、

o
z
g円
告
と
い
う
、
な
か
ば
不
本
意
な
定

義
に
は
妥
協
し
つ
つ
も
、
装
飾
墾
術
展
示
の
余
地
を
創
設
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
自
分
の
お
手
柄
と
は
読
め
ぬ
よ
う

に
慎
重
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
彼
の
官
僚
作
文
を
、
筆
者
は
こ

う
解
読
す
る
〔
V
]

。
因
み
に
、
先
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
、
ボ

ロジェ ・マルクスの肖像

エミール・フリアン EmileFriant 

( 1863 -1932)作

1906年/銅版画/個人蔵

ザ
l
ル」

1
9
0
0年
の
万
国
博
覧
会
特
集
号
に
「
装
飾
と

工
業
欝
術
」
の
部
分
を
寄
稿
し
た
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ロ
ジ

ェ
・
マ
ル
ク
ス
ご
本
人
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
ガ
レ
の
作

品
へ
の
好
意
的
な
言
及
、
が
あ
り
、
挿
絵
写
真
も
き
ち
ん
と
掲 1900年パリ万博の展示



載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
る
と
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス

の
周
到
な
立
ち
回
り
が
見
え
て
く
る
。
盟
友
ガ
レ
の
ご
不
満

は
重
々
心
得
た
う
え
で
甘
受
し
〔
羽
]
、
官
僚
と
し
て
の
自
分

の
権
限
を
周
到
に
わ
き
ま
え
、
組
織
委
員
に
名
前
を
連
ね
る

代
議
士
お
歴
々
の
政
治
的
な
判
断
に
は
逆
ら
わ
ず
、
し
か
し

実
質
に
お
い
て
、
ガ
レ
へ
の
援
護
射
撃
は
、
こ
れ
を
怠
ら
ず

果
た
し
、
自
ら
の
業
績
も
過
た
、
ず
築
き
上
げ
る
。
お
り
か
ら

の
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
も
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
系
の
血
筋
ゆ
え
、
立

身
出
世
に
お
い
て
け
っ
し
て
有
利
で
は
な
か
っ
た
こ
の
高
級

官
僚
の
処
世
術
も
惨
み
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
ロ
ジ

ェ
・
マ
ル
ク
ス
を
執
筆
者
に
持
ん
で
、
展
覧
会
の
組
織
論
理

か
ら
は
抹
殺
さ
れ
た
「
装
飾
謹
術
」
を
「
工
業
譲
術
」
と
括

り
、
こ
れ
に
紙
面
を
割
い
た
処
置
。
そ
こ
に
『
ガ
ゼ
ッ
ト
・

デ
・
ボ
ザ

l
ル
』
誌
側
の
見
識
、
万
国
博
覧
会
組
織
者
に
対

す
る
間
接
的
な
批
判
を
読
み
取
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

1
8
9
0
年
代
の
産
業
振
興
策
と

サ
ロ
ン
改
革

む
ろ
ん
、
装
飾
饗
術
と
工
業
塾
術
と
を
併
記
す
る
価
値
観

に
は
、
自
作
は
工
業
袈
術
と
は
別
と
す
る
、
ガ
レ
の
表
向
き

の
主
張
と
は
微
妙
な
蹴
舗
が
生
じ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
も

そ
も
ガ
レ
も
加
入
し
て
い
た
装
飾
美
術
中
央
述
合

C
E
Oロ

R
E
E
F
L
n
;門
門
的
伝

8
2丘
小
は
、
産
業
応
用
美
術
中
央
連

合

C
E
O
D
R
P門E
r
ι
2
R門的

4
1
5
5∞
ル
ニ
バ
ロ
ι
5門
己
の
が

1
8
8
2
年
に
装
飾
美
術
館
宮
口
乱
。
仏
g
R什担任
8
門
主
か
と

合
体
し
て
成
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
は
、
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
〉
2
仕
B
R
ハ
片
山
田

2
良
t

〉
円
門
的
や
パ
リ
国
立
美
術

学
校
貯
。
】

nLg出
向
山
口
市
〉
門
門
的
中
心
の
美
術
行
政
を
解
体
し
、

産
業
美
術

R
g
E
L
g
E与
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ブ

ル
ー
ス
ト
を
中
心
と
す
る
急
進
派
共
和
主
義
政
治
家
た
ち
の

強
い
政
策
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
ガ
レ
の

1
8
9
7
年

の
記
事
に
は
、
「
葱
術
の
統
一
性
」

SF凡
ι己
主
と
い
う
言

葉
が
み
え
る
[
刊
]
D

こ
の
言
葉
を
楯
に
し
て
、
ガ
レ
は
従
来

の
「
自
由
学
義
」

R
2
5
R
E
M
に
由
来
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
畿
術
観
を
否
定
し
て
み
せ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
元

来
、
。
ブ
ル
ー
ス
ト
た
ち
が
理
念
と
し
て
い
た
「
諸
謹
術
の
統

一
性
」

c
Eは
仏
g
R
E
[
必
]
を
焼
き
な
お
し
た
表
現
で
は
な

か
っ
た
か
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
こ
と
こ
の
部
分
に
関
し

て
は
、
文
脈
に
応
じ
て
自
由
学
裂
を
弾
劾
す
る
か
と
思
え
ば
、

産
業
美
術
と
も
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
ガ
レ
の
主
張
そ
の
も

の
に
、
彼
の
二
而
性
、
そ
し
て
当
時
の
揺
れ
動
く
社
会
評
価

の
な
か
で
ガ
ラ
ス
工
護
産
業
の
班
面
し
た
困
難
が
、
露
呈
し

て
い
た
は
ず
だ
。

さ
ら
に
、
こ
れ
も
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
が
回
顧
す
る
と
お

り
、
こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち

1
8
8
9年
の
万
国
博
覧
会
か

ftc 

IH 
I~\" 
.~ 

ら

1
9
0
0
年
の
そ
れ
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ

ロ
ン
は
大
き
な
変
革
を
経
験
す
る
。
そ
こ
で
と
り
わ
け
重
要

だ
っ
た
の
が
、
装
飾
謹
術
・
応
用
薮
術
の
扱
い
だ
っ
た
。
応

用
薮
術
作
品

Q
5目
的
円
山
門
門

4
1
5兄
、
が
展
示
さ
れ
は
じ
め

る
の
は
、
官
展
サ
ロ
ン
が
崩
壊
し
て
の
ち
、
国
民
美
術
協
会

の
サ
ロ
ン
∞
と
。
ロ
仏
。

r
∞。巳九円九

D
R
5
D
p
r
r師
団

gロ》〉円門的

で
は

1
8
9
1
年、

フ
ラ
ン
ス
袈
術
家
サ
ロ
ン

r守
口
仏
2

P

片付仲間門
2
吟

8
2
2
で
は

1
8
9
5
年
か
ら
の
こ
と
〔
・は]

0

前

者
に
参
加
し
て
い
た
ガ
レ
は
、
そ
の
意
図
に
共
鳴
し
、
こ
う

観
察
す
る
。
「
国
民
義
術
家
協
会
は
、
葱
術
家
に
よ
る
生
産
、

独
創
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
の
創
作
者
を
、
本
来
の
意
味
で
の
美
術

r
g
c
m
R
Z
に
結
び
つ
け
る
根
拠
が
あ
る
と
し
た
。
商
業
目

的
の
展
示
会
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
装
飾
薮
術
』
が
ご
っ
た
返

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
展
示
会
場
で
は
容
易
に
場
所
を
得

な
い
よ
う
な
作
品
を
掠
え
る
、
孤
立
し
た
労
働
者
た
ち
に
も
、

A
V

r
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協
会
は
手
を
差
し
伸
べ
る
」
。
さ
ら
に
後
統
の
、

葱
術
家
サ
ロ
ン
の

1
8
9
7
年
の
規
則
に
つ
い
て
も
、
「
こ

の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に
お
け
る
サ
ロ
ン
、
が
『
装
飾
嚢
術
作
品
』

自
己
2
2
門
町
民
三
九
8
2
止
と
呼
ぶ
も
の
に
門
戸
を
開
く
」
こ
と

を
-評
価
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
「
美
術
官

庁
は
、
こ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
展
示
へ
の
褒
賞
と
し
て
、
ア

カ
デ
ミ
ー
の
4
部
門
以
外
に
は
、
旅
行
奨
学
金
(
ロ

l
マ
の

ヴ
ィ
ラ
・
メ
デ
ィ
チ
滞
在
の
特
典
を
与
え
る
「
ロ

l
マ
賞
」
を
指

す
)
を
与
え
よ
う
と
は
せ
ず
、
受
賞
者
の
な
か
に
《

4
部
門

に
依
存
す
る
)
下
位
区
分
と
し
て
、
装
飾
義
術
の
区
分
》
を

創
設
し
て
い
る
」

[

X

]

。
こ
う
し
た
行
政
の
対
応
に
ガ
レ
は

苛
立
ち
を
隠
さ
な
い
。

フ
-
フ
ン
ス

企
業
人
ガ
レ
の
苦
闘

だ
が
こ
う
し
た
ガ
レ
の
口
吻
か
ら
は
、
か
え
っ
て
ガ
レ
の

多
面
性
あ
る
い
は
一
筋
縄
に
は
行
か
ぬ
渡
世
の
苦
心
が
窺
わ

れ
る
。
一

方
で
ガ
ラ
ス
や
家
具
に
、
ロ

l
マ
賞
が
代
表
す
る

古
典
的
な
大
義
術
の
門
戸
口
門
戸
〉
口
に
伍
し
う
る
社
会
的
地
位

.
を
授
け
、
と
同
時
に
他
方
で
は
、
装
飾
護
術
を
所
詮
大
義
術

の
応
用
で
し
か
な
い
と
見
る
よ
う
な
ア
カ
デ
ミ
ー
の
価
値
観

を
、
時
代
遅
れ
と
糾
弾
し
、
さ
ら
に
美
術
の
範
騰
に
貴
賎
の

上
下
関
係
な
ど
認
め
な
い
と
い
う
平
等
主
義
を
訴
え
る
。
自

ら
は
工
業
と
謹
術
と
は
異
な
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
そ
の
裏

で
は

一
品
製
作
と
量
産
品
の
双
方
を
、
著
し
く
異
な
っ
た
価

格
で
市
場
に
提
供
し
つ
つ
、
そ
こ
に
は
価
値
の
高
低
は
存
在

し
な
い
、
と
の
強
弁
を
弄
す
る
。
企
業
家
と
し
て
の
採
算
に

も
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
事
業
が
社
会
的
に
認
知
さ

れ
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
古
典
的
教
養
に
溢
れ
る
個
人
襲
術

家
像
を
世
間
に
向
け
て
喧
伝
す
る
。
一
方
で
自
然
へ
の
忠
実

さ
と
自
然
か
ら
の
霊
感
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
他
方
で
は
文
人

趣
味
の
顧
客
た
ち
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
文
学
的
素
養

を
駆
使
し
て
「
応
用
畿
術
」
の
与
す
山
内
自
を
美
術
作
品

Q
5
R
門
町
民
門
へ
と
格
上
げ
す
る
戦
術
に
腐
心
す
る
。
し
か
も

そ
の
一
方
で
、
労
働
者
。
5
5
円
と
の
連
帯
(
即
ち
「
社
会
義

術
」
R
門
的
0
3
一
へ
の
理
解
)
も
表
明
す
る
。

要
す
る
に
、
美
術
と
工
業
と
の
対
立
す
る
利
害
の
あ
い
だ

で
両
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
、
な
お
か
つ
評
価
さ
れ
る
べ
き
作

品
の
地
位
と
、
そ
れ
を
保
証
す
べ
き
範
鴎
概
念
と
の
馳
ご
っ

こ
の
な
か
で
進
路
を
暗
中
模
索
し
た
ガ
レ
の
実
像
、
が
、
こ
う

し
た
著
作
の
な
か
の
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
片
言
に
す
、
ぎ
な
い

註
記
の
な
か
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

1
8
7
8
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
日
本
趣
味
の
最
盛
期

を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
父
か
ら
譲
り
う
け
た
家
業
で
出
品

を
果
た
し
た
ガ
レ
。
そ
の
ガ
レ
は

1
8
8
9
年
に
は
陶
磁
器

で
金
賞
、
家
具
で
銀
賞
を
獲
得
し
、
O
B
3
円
(
山
内
『
円
九
m
F
O
D

ι
.
7
0
D
p
n
E
レ
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ

l
ル
二
等
勲
章
を
受
け
て

い
た
。

1
9
0
0
年
に
も
家
具
と
ガ
ラ
ス
で
金
賞
を
受
け

8
日
目
白
骨

R
r
F
ピ
∞
芯
ロ
仏
.
r
O
D
D
S
門
へ
の
昇
進
は
果
た

し
て
い
る
も
の
の
、

1
9
0
0
年
の
博
覧
会
は
あ
ま
り
に
も

規
模
が
巨
大
と
な
り
、
組
織
が
複
雑
と
な
っ
た
た
め
、
ガ
レ

は
百
年
回
顧
展
、
家
具
の
百
年
回
顧
展
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ラ

ス
史
、
装
飾
美
術
連
合
の
。
ハ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
、
今
日
の
フ
ラ
ン

ス
の
ク
リ
ス
タ
ル
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
の
家
具
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
会
場
に
出
品
を
分
散
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
忙
殺
さ
れ
疲

弊
し
た
と
い
う

〔
氾
]。

と
り
わ
け
最
近
十
年
展
に
は
出
品
で

き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
サ
ロ
ン
、
が
、
権
力
を
握
っ
た

「
反
動
」
派
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
擁
護
す
る

一
派
に
牛
耳

ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
も
の
と

推
定
で
き
る
。
は
た
し
て
こ
の
苦
い
体
験
が
、
晩
年
に
向
け

て
の
古
典
主
義
的
な
作
風
に
ど
こ
ま
で
影
響
を
与
え
た
の
か
、

ま
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
の
脱
却
が
こ
の
体
験
に
い
か
に
か

か
わ
っ
て
い
た
の
か
。
探
索
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
多
い
[
“
日
。

[i
〕
土
問
ル
リ
子
氏
の
業
績

一
「ガ
レ
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』
(
2
0
0
8
年
サ

ン
ト
リ
l
美
術
館
開
催
)
展
覧
会
企
画
，
同
展
図
録
編
集
・
執
筆
お
よ

び
関
連
論
文
「
ガ
レ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
変
容
1

査
《ペ
リ
カ
ン
と
輿

竜
》
を
め
ぐ
っ
て
」
(
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
紀
要
.
2
0
0
4
年
)
が
，

2
0
0
9
年
度
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
賞
受
賞
に
決
定
し
て
い
る
。
エミ

l
ル
・
ガ
レ

の
、
ガ
ラ
ス
作
品
や
陶
畿
作
品
の
日
本
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
は
，
オ
ル
セ
l
美
術
館
主
任
学
製
員
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
テ
ィ
エ
、
ボ
l

氏
を
は
じ
め
，
国
内
で
も
ド
関
市
立
美
術
館
井
土
誠
氏
.
山
根
郁
倍
氏

な
ど
先
行
研
究
も
多
数
あ
り
，
ま
た
2
0
0
0
年
以
降
で
も
悶
内
で
大

規
模
な
展
覧
会
が
5
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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と
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稲
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編

『伝
統
工
謹
再
考
二
尽
の
う
ち
そ
と
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思
文
部
出
版
，
2
0
0
7
年
，

2
1
7
1
2
3
2
頁，

と
り
わ
け
註
M
参
照

0

・本
稿
は
こ
の
註
を
さ
ら

に
敷
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す
る
試
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で
あ
る
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史
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ョ
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